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人工純粋培養液中の設光細菌lこ闘するこ三の観察
高田英夫、俣、野 稔〆

発光境問菌を人: ヱ培養被lこ・培養して、宇養液の性質を種々変佑し、その変化が発光細菌の発光に及
ぽす影響についてしらぺ? こ結果を報告する a を

( 1 ) 実験の方法‘
.、

(a) 材 . 料 .  {' " ¥  

実践に周"'1こ細菌は1949年 2月明石附近から得たイカから分離し、最初は第 l衰の組成をち
つ室長夫埼養基上に移植しTこものを用いた@ この発光細菌はグラム氏染色法には陽性であり、・
棄落の形放は割線培養の場合に、周縁は乱糸航、高さは丘獄、表面は平滑で、白色を帯ぴでー
いる。生育及び諮光共に 300 C まではE 常:L" 3l"C 附近よ b微弱 k なち、 400 C 以上では、生
育‘発光共に不能になる。一 ・ 「

(b) 発光の強さ及びその示し方

発光はその強度を測定する器械

行つ? こ。実験を行う前に、その

f 強度の示し方を練習し、肉眼観
察によち起h得る誤差を少{ す
るようにつk め?こ。
暗室に入ってから約20分間眼を

第 1表最初培養した培養基の組成

硫酸T グネジウム ( M g S O・4，7H2 0 ) ・ J

、グ宮 セ F  シ ・・7・・・・・・・・・・・・・H ・H ・.....・M ・-τ ・H ・H ・.... 5g 
食・ー 塩一 - …・ p ・・H ・......・H ・....・H ・..・ 30g
寒日天. . . . . ・H ・.....・H ・......・H ・....・H ・-………・ 12g
蒸 溜 *  ・H ・H ・....・H ・-…・…ャ・H ・H ・・H ・H ・-・・・'':' 1000cc 
(NaDH.PH7.2 とナる〉

了、ならし測定しに。発光度の示し方は試験管の大きさも問じものを用い、増養液を約 5ccとき
め、これに 1白金耳試料を食塩の場合は 3 %食塩の培養液の母菌より、塩佑加阜の場合は
3 %塩化加星の培養液の; 母菌より移植し、前によ t 振って発光の最大であっ7こものを 5 e  G-

、イ 発光の最も微弱なものを U : し発光不能を oe して示した。 、 ， 、

(2)¥食塩及ぴ塩化加旦
の発光に及ぼす影響

上記の組成をもづ培養

化して見7こち、又は食
塩のかわ bに塩他方日星
を加えて、ぞの量を種
々かえて見ると第3';4
衰の結果を得? こ。

ヨ'第 2表はそれらの実験
を行. った日時及び移植

第2表移植し? こ日時及がその後の観察時に於げる暗室内の集湿c c }

ミ岩 食 J  塩一 塩化加盟
J  

第 1 回| 第 2 回| 第 3回

3 2 r l t f i I l 官 4 { J P | 8 { 1 Y | 1 i j y I  

24.0 21.7. 23.0 21.9 23.0 24.0 ，[ 
o  (移植目〉

21.8  21.3 23.0 21.9  23.0 -24.1 fI 
24 ( 1 日後〉

22.0 19.9 24.0 21.3  24.0 23.3 
48 ( 2 日後〕

22.8 22.0 27.0 19.9 27.0 24.6 l' 
72 ( 3 日後〉

21.8  20.5 24.0 22.0 24.0 25.7 
96 ( 4 日後〕

， 

21.9  24.0 23.3 20.5. 23.3 
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叉は観察したときの暗室内の東温である . 0

第 3表種々なる食塩の濃度に於りる発光般況 (PH. '7) 

偶者安 o  1  0.5/ l.O  1.5  2.0 2.5 4.Q 4.5 

24 。。。1.1 2.3 3.9 4.2 3.4 2.4 1.7 
(  ] 日後) 一r  
48 。O  O  0.9 1.3  3.0 3.2 2.8 2.6 2.7 
( 2 日後〉
72 O  。O  0.1 1.0  1.6  2.3 2.4 2.9 2.8 
(  3 日後〕
96 O  。。O.l 1.0  1.6  2.3 2.1 2.6 2.6 
( 4 日後〉
120 O  。。0.11'0.6 1.0  1.7 1.7  1.9  2.8 
(  5 日後〕

5.0 15.516.016.5 8.0 

1.2 1.1 0.4 O  O  。。一
2.2 1.7  0.8 。O  。。
2.7 1.8  0.4 0.5 O  。勺一 一、一一
2.4 2.0 0.9 0.5 O  O  。
2.9 2.4 0.9 0.5 。。。

第 4表種々なる撞化加里の濃度に於りる発光扶況 CPH. '7) 

l' 移ょ塩で時化下1加持里のぶ(濃9度6) 
1  1  2  1  3  品

24 。 0.2 2.6 3.6 
( 1 日後〉

48 。 0.6 2.7 3.1 
(  2 日後)

" 7 2  。 0.2 2.4 2.2. 
(  3 日後〉
96 、 。 0.2 2.6 1.7 
( 4 日後)

120 O  0.2 2.4 1.7  
( 5 日後〕

5  6  

0.2 。
0.7 O  

0.1 。
0.7 0.1 

0.6 。

7  

O  

。
。
O  

。

8  

。
。
。
O  

O  

この気温がこの細菌の

繁殖、発光に最遍であ

るか否かは不明である

が、 24時間後には充分

発光し、培養液のj因濁 c

は認められに。

きて、食塩については

水溶液10%よh、8 %
まで 0 . 5 %毎に各濃度

につき試験管 3本づっ
S %まで 1 %毎に試料を作 9 120時間後に観察を鯵7 し、夫

今 3 回同じ実験を繰3 1 & G 1"こ。
第 3表、第 4 表の発光の程度の示し方は、例えば食塩 3 %を( 第 3表〉見ると移植後24時間後

1こ4.2 1 : : あるのは、i W 記の光度段階で第 1回実験では、 3本の試料についで夫々 5，5，4，の発光
の程度を現察し、第 2 回では丸 5β，1第3 回ではあ 3，3，であった。故に ( 5 + 5 + 4 + 5 + 5 + 5 + 3
十3 + 3 ) -+- 9  =  4.2 である。 9 で除しにのは毎回 3 木、 3 回繰返し 7こ、その算術平均をとっ? こ。

第 3表、第 4 表より知 b得る与れま、食塩、塩化加里共に発光する範園は路相等し¥ 1.5 - 2  
% より 6 - 6 . 5 %までであるが、強〈発光する範囲は食塩の方が麗¥ 24時間後を比較しても'

食塩では 2 %より 4 . 5 %まで震光を明瞭に認め得るカヘ塩化加里では 3 %と4 %以外は発光は

微弱である{ 食塩及び塩化加里共に 3 - 4 %が発光最大であるのは海水と路等張であり最趨の

1農度であると思われる。
食塩と塩化加盟の顕著な相遣は 24時間後には何れも. 3 - 4 % が最大発光であるに拘ら十食塩

では時間の経過につれて、最大発光の濃度が高い方に移動するが塩イむ加旦ではこのような傾向
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は認められない。卸ら食塩では時間の6経過k 共に 3-3.5，% のものは発光能力炉衰退1 : . ， 4.53広、
5.5% は発光能力は増加し、 4ζ%1おそhの中聞を示す。叉食塩の場合に移植後 24時間後に土者養液
中に分散する細菌の発光航態b 見ると宮、 3.0%ま喰では普通l三分最する型C分散型うでさJあるが 3.5%
以上は肉眼で数を数え得る程の粒肢に集つ7ニコロ品戸〈緊落眠、〉のもの( 粒型〉がとちょうさ: 夜
2さに星を1見るようにー培養液の上留と底に繁殖し、試験管主振ってもこの粒は破壊されや、明戸
では培養液は透明である。こ必粒〈粒型) は時間の経過左共にて分散型に‘次第に移行する C第、3
表の毅字下のーーは粒型を示すっ。故に粒型は細菌の個休数応比し発光度は弱い。粒型の出メ

る原因は不明でるるが、水素イEオV 濃度は殆んさ; 変イむな t、唯食塩の場合tこ最趨津島よち1高い

濃度に移推され，'1二時に粒型を静成し、ぞれが次第lこ分散型に移行する。その原因は今後の研究

によ，1 )究明iしたい主思つでいる。

(，3要) 水素イ 今ン濃度の発光に扱lます影響

11.表の培養液: と、この培養液の食援のかわりに 3 %塩化方n Aを加え十堵養液口つき、 土; HGl 、10
左証，N a O Hによち夫々酸性3 z は塩基l主にしTこ培養液を. 作み、 εAの発光細菌の諾うピがぎの程庭"10 
に水素イオeン濃度によ1 ) . 影響さιるかを4見，'1このが第 5表、第 6♂表:ずある。
第 5表 種、本なる 71<繋イ ン濃度に= 於け 第 6表 種々なる水素. イEオfシ濃度lこZ於け

る発光欽況
食 塩 の 場 会

記長選 1仲 15.0卜019.6
24 (;1日後う o  1  0  1  0  1  1.0  1  4.0 1  1.5  
48 (2日後) r  0  1  0  1  0 ， 1  1.912:812.4 
72 (3日後) 1  0  1  .0 1  ，0  1  1.41 2:5，1  2.0 
96 日日後う o  1  0  1  0 1  0.61 1.81 1.6  

る諾光欣況
塩 イt カ日 塁 の

K 4 4 3 0  

24， (l日後う 。。
48 (28後う 。。
72 (3日後〉 O  。
96 (4日後う 。。
120 (5日後〉 O  。

揚 合

5.0 6.01 7.0  18.0 

O  0.2 1.0  O  。0.7 2.6 。
0.1 0.3 2.0 。
0;1: 0.3 1.8  O  
0.1! 0.21 1.5  O  

9.6 

O  

O  。
O  

O  

何れーも 8 回の実験の平均偵を官官通の様iこしで求: めに数値であるρ 即も食塩を含む士吉養液では

P，H'5:0附近より発光が始まり 9.6.のような苛成ち高い塩基性にもよく耐え発光する。誤るに塩• 化加里では BI壬5:0では可先は極ι微弱で: 、しかも 72時間後に認JV得る程度であり、 空白 8.0

では既に発光を決づでい'o'o 町もこの場合も塩化加塁の方が発光する範囲はせ・まい。筒乙の実
験でも' 実験の最初と最後IC於いで各試験管: とも培養液の水素，イfオγ 濃度についでの変化は試験

紙法では認め，ることは出来ない程度であっ? こ。

聞も細菌自身の物質代謝によりある閉じこめられt 試験管培養液内に於u、で水素イオシ濃度のv

変化は殆んさ2起つでいないと思われる。
乙の際13t;惑の粒朕型ば見られなかっ7こから、粒型の惣成は食塩の濃度の高い主きにも水素イ; i t' y
濃度tどは関係な〈行われる。
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